
我らの言葉は皆違う
『しかし、周辺部の変種は中心部の変種が崩れたようなものでは決してない。それ自身

が、コミュニケーションのために使用される現場において最適に機能する、独自のシス

テムをもった日本語変種として理解すべきなのである。』

	 ──（渋谷勝己／簡月真『旅するニホンゴ』より）

ここは海を埋め立てた島でできた小さな国で、強制的に各国から連れてこられた奴隷が

居住していた。奴隷である私たちはここに住むのは本意ではない。反乱を防ぐためだろ

うか、言葉の通じる人間は意図的に離され、隣人は誰も彼も初対面だ。

この島の支配者の使う言語がある。それを私たちは使用して意思疎通していく。だが私

たちの誰もその言語をしっかりとは話せない。何故なら、それは私の母語ではないから

だ。

〔アスペクト生成質問〕
	� 人々。この島で強制的に行わされていることはなんですか？

	� 生活。信ずるものも禁忌とするものも異なる私たちですが、生活するにあたって、
一つ共通のルールを持つことに決めました。それはなんですか？

	� 〔自由アスペクト〕。好きに決めてください。

〔共同体への質問〕
	� 私たちが意思疎通に使う、支配者の言語の特徴はなんでしょうか？

	� 生まれの違う私たちですが、意外な共通点がありました。それはなんですか？

	� 島の外で1番最近発明された画期的なものはなんですか？それは島の中にあり
ますか？

	� 奴隷たちの中でも自然と上下関係が生まれます。どのような特徴を持つ人が権
力を得ますか？

	� この島にも娯楽施設はあります。それはどのようなものですか？

名前
山田太郎、ジョン・スミス、マリオ・ロッシ、ジャン・ピエール・マルタン、イワン・ロマノフ、キム・
スヒョン、李俊杰、アリ・サイード、ラジェッシュ・カーン

特殊ルール：参加者の間で最も使用しやすい言語を、「この島の支配者の言語」とし
て設定する（英語なら英語、日本語なら日本語が私たちを支配する言語となる。ただ
し、プレイヤーたちがその言語を使いロールプレイしているからと言って、英語そのも
の、日本語そのものを話しているとは限らない。自由に設定して良い。）。そして参加者
は、「その言語をうまく話せない人間」をプレイヤーキャラクターとしてロールプレイす
ること。どのように「うまく話せない」かは、プレイヤーそれぞれが思うように演じて良い。 
 参加者が使用しやすい言語でなくとも良いが、その場合非常に難易度が高くなるだろ
う。

〔時代の移行〕
〔時代〕2へ移るにあたって〔展開〕を（黒い左欄か、赤い右欄か）選ぶ。以降は、選んだ方
の〔展開〕が続く。

〔時代〕2へと移る。〔アイソレーション〕の終わりを予感させる出来事。	
それはあらゆる会話の中に潜んでおり、無視などできない。

どうやら島の外で奴隷の解放運動が行われてい
るようです。少しずつですが、人々の行き交いが
始まりました。新しく入ってきた彼らと、私たちの
使う共通語は少し通じづらいときがあります。彼
らに合わせますか？それとも、彼らを私たちに合
わせますか？いずれにせよ、変化は免れ得ない、
という予感があるでしょう。

私たちは、そのうちこの島から出られることはな
いだろうと悟りました。諦めの中、子を成した者
もいます。それでも仕事は無くなりません。親と
子供が話す時間はごくわずかで、じっくり話し合
うことができません。この島で生まれた子供たち
は、私たちの母語とは全く違う言葉——、すなわ
ち、この島で意思疎通のために使われている共
通語を話します。

〔時代〕3へと移る。予期されていたことが起きてしまう。	
〔アイソレーション〕の終わりは近い。この定めからは逃れられない。

母国の人と連絡を取ることを許されました。久々
に口にする母国の言葉。私たちは長いことこれ
を口にすることを許されていませんでした。私た
ちの意思疎通のためには明日も共通語を使う
必要がありますが、私たちは母語を忘れないで
しょう。

この島で生まれた子供達は、共通語に近いけれ
ども私たちの母語も少し混ざったような言葉を喋
ります。じっくり話し合うことができなかったせい
で、使用している言葉にズレがあるように感じま
すが、会話していくしかありません。また、通じる
言葉を作らなくては。

〔遺されゆくもの〕へと移る。最後の瞬間、またはその結果。

奴隷制度は無くなり、この島は一種の商業施設
となりました。この島は誰でも入ることができる
し、私たちは誰でもいつでも出ていくことができ
ます。私たちは一時的にせよ、永遠にせよ、母国
に帰るでしょう。その時、私たちの使っていた共
通語がもたらす影響はなんですか？

私たちも随分な歳になりました。孫やひ孫を持
つものもいるでしょう。聞いた話では、島の外で
は戦争の末に人口が著しく減少してしまったと
言っています。私たちの中には、母語を話す人口
がその人だけになってしまった人もいるほどです。
私たちの拙い共通語は、子供やひ孫の母語とな
りました。これからもその言葉は変わり続け、私
たちの言葉は私たちの死と共に取り残されるで
しょう。私たちが残せるものは、どのようなもので
すか？

 
 
 

※このバックドロップは繊細な話題を取り扱います。ある言語を標準的に話さない人
間への侮辱的な意図を含むプレイヤーがいたのなら、そのプレイヤーは直ちに退席さ
せてください。プレイにあたって、ルールブックの132ページなどにある、セーフティ機
能の導入など、セッション前にそう言った話題についてどう取り扱うかを話し合うことを
強く推奨いたします。また、全てのプレイヤーはセッション中の描写や発言に対して、僅
かにでも不快感を感じたならば、すぐさまセッションを中断するか、続行が難しい場合
はゲームそのものを離脱する権利を有しています。また、セッション内での出来事は、た
とえ参加者の間で合意が取れていたとしても、それを外部に公開する場合（特に、SNS
等で話す場合）には十分な注意を持って話さなければいけません。
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